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作成基準⽇︓2025年7⽉31⽇

• 為替については、ドル円の変動による影響を示しており、その他通貨の変動につ
いては資産要因に含まれています。

• 右記は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありま
せん。傾向を知るための参考値としてご覧ください。なお、2015年6⽉分より、基
準価額変動の資産要因をより正確に説明する観点から概算値の算出方法を調
整しております。

■基準価額の変動要因 （資産要因の内訳）
2025年6月 2025年7月 設定来

資産 166 円 87 円 3,859 円
為替 50 円 246 円 3,545 円
信託報酬 -11 円 -11 円 -1,645 円
分配⾦ -35 円 -35 円 -7,465 円
その他 -4 円 -4 円 -246 円

基準価額変動 166 円 283 円 -1,952 円

2025年6月 2025年7月
高配当株式 85 円 16 円
債券 50 円 18 円

投資適格債券 16 円 4 円
ハイイールド債券 29 円 12 円

現地通貨建て新興国債券 5 円 2 円
米ドル建て新興国債券 0 円 0 円

先進国国債 0 円 0 円
転換社債 0 円 0 円
優先証券 0 円 0 円

その他インカムアセット 27 円 0 円
その他（先物等） 4 円 53 円

資産要因小計 166 円 87 円

※販売会社によっては、「Aコース（為替ヘッジなし）」と「Bコース（為替ヘッジあり）」のどちらか一方のみのお取り扱いとなる場合があります。

設 定 日 2013年6⽉4⽇
信 託 期 間 2033年6⽉3⽇まで
決 算 日 原則毎⽉3⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）
信 託 報 酬 ファンドの⽇々の純資産総額に対して年率1.43％（税抜1.30％）
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分配⾦再投資基準価額 基準価額

■設定来の基準価額の推移（Aコース）

• 分配⾦再投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものとして計算しています。
• 基準価額は信託報酬控除後の価額です。信託報酬率については上記「信託報酬」
欄をご参照ください。

■Aコース（為替ヘッジなし）
基 準 価 額 8,048円
純 資 産 総 額 2,285(百万円)

■分配実績（1万口当たり、税引前）
決算期 Aコース

第141期(2025年3月3日) 35円
第142期(2025年4月3日) 35円
第143期(2025年5月7日) 35円
第144期(2025年6月3日) 35円
第145期(2025年7月3日) 35円

直 近 1 年 間 累 計 420円
設 定 来 累 計 7,465円

• 運⽤状況によっては分配⾦が⽀払われない場合があります。

■運用実績
リスク

（標準偏差）
過 去 1 ヵ ⽉ 4.12% -
過 去 3 ヵ ⽉ 10.01% -
過 去 6 ヵ ⽉ 2.21% -
過 去 1 年 6.82% 10.44%
過 去 3 年 38.17% 9.76%
過 去 5 年 75.74% 8.96%
設 定 来 100.65% 10.42%

騰落率

• 騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
• 税引前分配⾦を再投資した基準価額の騰落率です。
• リスク（標準偏差）は、リターン(収益)の振れ幅のことを指します。

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース（為替ヘッジなし）愛称「グランツール」

マンスリー
レポート
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作成基準⽇︓2025年7⽉31⽇
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分配⾦再投資基準価額 基準価額

• 分配⾦再投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものとして計算しています。
• 基準価額は信託報酬控除後の価額です。信託報酬率については上記「信託報酬」
欄をご参照ください。

■設定来の基準価額の推移（Bコース）

■Bコース（為替ヘッジあり）
基 準 価 額 5,506円
純 資 産 総 額 39(百万円)

• ヘッジコストはドル円のヘッジコストを示しています。
• 右記は概算値であり、実際の基準価額の変動を正確に説明するものではありま
せん。傾向を知るための参考値としてご覧ください。なお、2015年6⽉分より、基
準価額変動の資産要因をより正確に説明する観点から概算値の算出方法を調
整しております。

• 運⽤状況によっては分配⾦が⽀払われない場合があります。

設 定 日 2013年6⽉4⽇
信 託 期 間 2033年6⽉3⽇まで
決 算 日 原則毎⽉3⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）
信 託 報 酬 ファンドの⽇々の純資産総額に対して年率1.43％（税抜1.30％）

■運用実績
リスク

（標準偏差）
過 去 1 ヵ ⽉ 0.71% -
過 去 3 ヵ ⽉ 4.21% -
過 去 6 ヵ ⽉ 3.21% -
過 去 1 年 3.58% 4.47%
過 去 3 年 8.87% 6.63%
過 去 5 年 7.35% 7.05%
設 定 来 5.34% 7.79%

騰落率

• 騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
• 税引前分配⾦を再投資した基準価額の騰落率です。
• リスク（標準偏差）は、リターン(収益)の振れ幅のことを指します。

■分配実績（1万口当たり、税引前）
決算期 Bコース

第141期(2025年3月3日) 30円
第142期(2025年4月3日) 30円
第143期(2025年5月7日) 30円
第144期(2025年6月3日) 30円
第145期(2025年7月3日) 30円

直 近 1 年 間 累 計 360円
設 定 来 累 計 4,820円

■基準価額の変動要因 （資産要因の内訳）
2025年6月 2025年7月 設定来

資産 119 円 62 円 3,562 円
ヘッジコスト -20 円 -19 円 -1,807 円
信託報酬 -8 円 -8 円 -1,561 円
分配⾦ -30 円 -30 円 -4,820 円
その他 -2 円 4 円 132 円

基準価額変動 59 円 9 円 -4,494 円

2025年6月 2025年7月
高配当株式 61 円 11 円
債券 37 円 13 円

投資適格債券 12 円 3 円
ハイイールド債券 21 円 8 円

現地通貨建て新興国債券 4 円 2 円
米ドル建て新興国債券 0 円 0 円

先進国国債 0 円 0 円
転換社債 0 円 0 円
優先証券 0 円 0 円

その他インカムアセット 19 円 0 円
その他（先物等） 2 円 38 円

資産要因小計 119 円 62 円

※販売会社によっては、「Aコース（為替ヘッジなし）」と「Bコース（為替ヘッジあり）」のどちらか一方のみのお取り扱いとなる場合があります。

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Bコース（為替ヘッジあり）愛称「グランツール」

マンスリー
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作成基準⽇︓2025年7⽉31⽇

マザーファンドの投資対象ファンドである
「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・マルチ・アセット・インカム」

■ポートフォリオ利回り ■通貨別構成比 ■地域別構成比■資産配分比率
通貨 比率

米ドル・その他先進国通貨 91.5%
新興国通貨 8.5%
合計 100.0%

地域 比率
北米 53.1%
欧州 19.6%
新興国 13.9%
アジア・オセアニア 9.4%
英国 3.9%
その他 0.1%
合計 100.0%

• 利回りの計算は委託会社の⾒解
に基づき⾏っています。

■過去1年間のポートフォリオ利回り（上段）と資産配分比率（下段）の推移
2024年 2025年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
6.3% 6.1% 6.0% 6.2% 6.3% 5.9% 6.1% 6.0% 6.3% 6.3% 6.1% 6.3%
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高配当株式 債券 その他インカムアセット キャッシュ等

※「キャッシュ等」は、先物、ヘッジポジション等を考慮して算出したものです。
※配分および構成⽐率について、四捨五⼊により合計が100％にならない場合があります。

比率
高配当株式 40.1%
債券 48.0%
その他インカムアセット 11.9%
キャッシュ等 0.1%

合 計 100.0%

利回り
高配当株式 3.6%
債券 6.7%
その他インカムアセット 6.4%
ポートフォリオ全体 6.3%

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」

マンスリー
レポート
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作成基準⽇︓2025年7⽉31⽇
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■高配当株式部分の状況

■地域別構成比■業種別構成比

• 利回りの計算は委託会社の⾒解に基づき⾏っています。
• 平均格付はS&P・Moody's・Fitchの平均を採⽤。S&P表記法で記載。
• 平均格付とは、マザーファンドが投資するファンドにおける組⼊資産の信⽤格
付を加重平均したものであり、当ファンド自体の信⽤格付ではありません。

* 優先証券は含まれておりません。
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平均配当利回り 3.6%
組入銘柄数 514銘柄

■債券ポートフォリオ特性
デュレーション(年) 3.8
平均利回り 6.7%
平均格付* BBB+
組入銘柄数* 662銘柄

■債券組入比率
比率

ハイイールド債券 27.3%
投資適格債券 12.9%
米ドル建て新興国債券 0.0%
現地通貨建て新興国債券 7.9%
先進国国債 0.0%
転換社債 0.0%
優先証券 0.0%

債 券 合 計 48.0%
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■過去1年間の債券組入比率の推移

■債券部分の状況

販売用資料（月次改訂）

※構成⽐について、四捨五⼊により合計が100％
にならない場合があります。

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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作成基準⽇︓2025年7⽉31⽇

■月次コメント

※ 上記は、マザーファンドの投資対象ファンドである「シュローダー・インターナショナル・セレクション・ファンド グローバル・マルチ・アセット・インカム」の運⽤概
況および運⽤方針を基に作成しております。

※ 上記の「運⽤概況」は投資対象ファンドのリターンに関する説明であり、インカムアセット・アロケーション(毎⽉決算型)(以下ファンド)の基準価額の推
移に関する他の記述とは一部整合しない場合があります。これは、ファンドでは外貨建通貨の取引に伴う為替変動またはヘッジコストの影響を受ける
こと、またファンドと投資対象ファンドではリターンの評価の時点等が一致しない場合があること、その他の要因によります。

【市況概況】
7⽉、世界株式市場は上昇しました。8⽉1⽇に交渉期限が迫る中、米国と各国の関税協議が進展したことが好感されました。また、人
工知能（AI）を巡る期待感のほか、好調な四半期決算の発表なども⽀援材料となりました。新興国株式にとってドル高が進んだことはマ
イナス要因となりましたが、AI関連銘柄が堅調に推移したことで台湾や中国、韓国などが下⽀えし、上昇しました。主要債券市場では⾦
利が上昇しました。投資家のリスク選好姿勢が強まったことや、米国や⽇本など各国の財政状況も懸念されました。クレジット市場ではス
プレッドが縮小し、ソブリン債をアウトパフォームしました。

【運⽤概況】
7⽉、リスク性資産が堅調に推移する中、高配当株式やハイイールド債券の保有が主要なプラス効果となりました。そのほか、投資適格債
券や新興国債券（現地通貨建て）の保有もプラス効果となりました。
当⽉、ドイツ株式の中では、⼤型株式から中型株式に⼊れ替えを⾏いました。相対バリュエーションが魅⼒的であると判断したほか、関税
動向の透明性が増していることも⽀援材料になると考えます。債券内では、マクロファンダメンタルズが改善し、インフレも安定化傾向にある
新興国のソブリン債（現地通貨建て）を積み増しました。魅⼒的な利回りを提供するほか、ポートフォリオにおける分散投資効果を期待
しています。

【今後の⾒通しと運⽤方針】
7⽉、関税協議に進展が⾒られ、不確実性は低下しています。多くの貿易相⼿が15％の関税率、米国への投資を拡⼤することで合意に
達しました。米国の経済成⻑⾒通しは、短期的に⾒ても不確実性を伴います。労働市場では雇⽤者数は鈍化基調にありますが、株式
などの資産価値の上昇により上位20％の消費者の購買⼒は上昇しています。また、トランプ米⼤統領の政策はインフレにつながると考え
ます。ポートフォリオにおいては、米国の銀⾏セクターに対する強気の⾒方を維持しており、イールドカーブのスティープニング、規制緩和など
が追い風になると考えます。また、⽇本株式に対しても選好姿勢を維持しています。コーポレート・ガバナンス改革のほか、デフレ脱却、魅
⼒的なバリュエーション等の要因を好感しています。そのほか、米国の政治情勢の変化は、新興国市場において新たな投資機会を創出す
ると考えます。新興国市場では、高い利回りを提供する現地通貨建て債券を引き続き選好しています。高いキャリーに加え、魅⼒的なバ
リュエーションを背景にキャピタルゲインの獲得も期待しています。

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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■投資リスク

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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■投資リスク

シュローダー・
インカムアセット・アロケーション（毎月決算型）
Aコース(為替ヘッジなし)/Bコース(為替ヘッジあり) 愛称「グランツール」
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お申込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を必ずご確認のうえ、
ご自身でご判断ください。
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委託会社:シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社 [設定・運用等]
金融商品取引業者 関東財務局⾧（金商）第90号
加入協会／一般社団法人投資信託協会、一般社団法人日本投資顧問業協会、
一般社団法人第二種金融商品取引業協会

受託会社:三井住友信託銀行株式会社 ［信託財産の管理等］

販売会社:販売会社については、下記ご参照（五十音順）。 ［募集の取り扱い等］

■ファンドの関係法人

A

コ
l
ス

B

コ
l
ス

登録番号 日本証券業協会
一般社団法人
日本投資
顧問業協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品
取引業協会

○ ○ 株式会社SBI証券 金融商品取引業者 関東財務局⾧（金商）第44号 ○ ○ ○

○ ○
株式会社SBI新生銀行(委託金融商品取引業者
株式会社SBI証券) 登録金融機関 関東財務局⾧（登金）第10号 ○ ○

○ おかやま信用金庫 登録金融機関 中国財務局⾧（登金）第19号 ○

○ ○ 東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局⾧（金商）第140号 ○ ○ ○ ○

○ 広島信用金庫 登録金融機関 中国財務局⾧（登金）第44号 ○

○ フィリップ証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局⾧（金商）第127号 ○ ○

○ ○ 松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局⾧（金商）第164号 ○ ○

○ ○ 楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局⾧（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

＜新規募集停止＞

○ ○ ＳＭＢＣ日興証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局⾧（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

○ 株式会社　滋賀銀行 登録金融機関 近畿財務局⾧（登金）第11号 ○ ○

取扱いファンドおよび加入している金融商品取引業協会について○で記しております。

金融商品取引業者等の名称

本資料に関するご留意事項
■本資料は、シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社（以下「弊社」といいます。）が設定した投資信託に関する商品説明資料であり、法令に基づく開示書
類ではありません。■投資信託は、金融機関の預貯金と異なり、元金および利息が保証されている商品ではありません。投資信託は、預金または保険契約ではなく、預
金保険および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。投資信託は、銀行等登録金融機関でお申込みいただいた場合は、投資者保護基金の支払対象で
はありません。■本資料に示されている運用実績、データ等は過去のものであり、将来の投資成果等を示唆あるいは保証するものではありません。投資資産および投資に
よりもたらされる収益の価値は上方にも下方にも変動し、投資元本を毀損する場合があります。また外貨建て資産の場合は、為替レートの変動により投資価値が変動し
ます。■本資料は、作成時点において弊社が信頼できると判断した情報に基づいて作成されておりますが、弊社はその内容の正確性あるいは完全性について、これを保
証するものではありません。■本資料中に記載されたシュローダーの見解は、策定時点で知りうる範囲内の妥当な前提に基づく所見や展望を示すものであり、将来の動向
や予測の実現を保証するものではありません。市場環境やその他の状況等によって将来予告なく変更する場合があります。■本資料中に個別銘柄についての言及がある
場合は例示を目的とするものであり、当該個別銘柄等の購入、売却などいかなる投資推奨を目的とするものではありません。また当該銘柄の株価の上昇または下落等を
示唆するものでもありません。■本資料中に含まれる第三者機関提供のデータは、データ提供者の同意なく再製、抽出、あるいは使用することが禁じられている場合があり
ます。第三者機関提供データはいかなる保証も提供いたしません。第三者提供データに関して、本資料の作成者あるいは提供者はいかなる責任を負うものではありません。
■お申し込みの際は、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。
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